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　倉敷にある、中山保育園。2012年には、創立 35周年を迎えます。伊藤千鶴

子園長のもと、一人ひとりを大切にする保育をつくりあげてきました。

　本書は、中山保育園の主任保育士をつとめていた伊藤美保子が、日々の保育

の思い出を書きとめ、園の保育士たちと共有してきた保育ノートをもとにして

います。平成15～ 18年のエピソードを、季節やテーマごとにまとめました。

それぞれのテーマには、伊藤の共同研究者である西が解題を添えています。

　写真は、各ページの季節やテーマに関連したものを掲載していますが、必ず

しもエピソードに描かれた場面そのものではありません。また、子ども達の名

前は仮名としました。

　子ども達は、4月時点の年齢をもとに、各クラスに分かれています。

0歳児　…　ピーチクラス

1歳児　…　ストロベリークラス

2歳児　…　バナナクラス

3歳児　…　メロンクラス

4歳児　…　チェリークラス

5歳児　…　マスカットクラス
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はじめに

�強くたくましく、豊かな心を持った子ども�を育てたいという願いのもと、

全職員が心を合わせ、保育に取り組んで参りました。

�今、この子たちに必要なものは何か�と考えた時、時代の移り変わりや生活

様式の変化に伴い、おのずと、整える環境の必要性、保育者の役割などが、心

の中に沸き上がってきたように思います。

　そんな保育の実現に取り組む日々に、私の情熱を支えてくれたのは、一人ひ

とりの子どもたちの育とうとする力や、職員の想い、保護者の方々の想い、地

域の方々のご厚意だったと確信しています。

　中山保育園は、今年、35周年を迎えます。

　開園当初から現在のことを思いめぐらせると、走馬灯のように、また昨日の

ことのように、思い出が限りなく浮かんでくるようです。

　このたび、17年間主任をつとめた保育士の手による保育ノートをもとに、

中山保育園の子ども達が、さまざまな環境の中で、どのように日々を過ごし、

どのような思いで遊びをくりひろげていったかを、エピソードと写真でまと

め、出版する運びとなりました。

　保育というものは、楽しく、嬉しく、時には悲しくくやしいこともある、そ

んな無数の瞬間の積み重ねではないかと思います。何気ない日々にも、かけが

えのない意味がこもっているものと思います。

　この小さな冊子が皆様の心に届き、子どもの素晴らしさや保育という仕事の

喜びが伝われば幸いです。

　2012年 9月
中山保育園 園長　伊藤千鶴子
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